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診
療
報
酬
改
定
研
究
会
（
医
科
）

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を

改定研究会で講師を務める

 　 岩下先生（右 )、中島先生（中央）、川﨑先生（左）

第 30 回支部総会のご案内

私
た
ち
自
身
の
怒
り
に
変
え
る
こ
と
が
必
要
」

と
強
調
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

講
師
は
岩
下
敬
正
（
西
宮
市
・
岩
下
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
）
、
川
﨑
史
寛
（
西
宮
市
・
川
﨑
医

院
）
、
中
島
敏
雄
（
西
宮
市
・
中
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

の
各
先
生
が
担
当
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
「
点
数
表

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
基
づ
い
て
分
か
り
や
す

い
解
説
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
時
点
で
考

え
ら
れ
る
問
題
点
の
指
摘
が
さ
れ
た
。
今
次
改

定
研
究
会
の
初
日
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、｢

明
細
書

　日　時 ：7月 10日 (土 ) 

　　　　　14時～ 14 時 20 分　　　 総会議事

　　　　　14時 30 分～ 16 時 30 分　記念講演

　会　場 ：西宮市立勤労会館（下図参照）

　講　演 ：「民族音楽への旅」

　講　師 ：詩人・ミュージシャン

　　　　　　　ロビン・ロイド　氏

西宮市松原町２－３７

 (JR 西宮駅から南へ徒歩７

分、阪神西宮駅から東へ

徒歩 10 分）

TEL：0798-34-1662

入場無料

 記念講演には、医師・歯科医師、薬剤師、メディカルスタッフのほか、

市民の皆様のご参加もお待ち申し上げております。　

　お問い合わせは　事務局 岡林・山田・伊藤まで

　Tel:078-393-1817 ／ Fax:078-393-1802 ／ Mail:yamada-t@doc-net.or.jp

　

　
　

3
月
25
日
、
西
宮
市
立
勤
労
会
館
に
て
医

科
診
療
所
向
け
の
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
を

開
催
。
医
師
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
な
ど

２
０
６
人
が
参
加
し
た
。

　
　

支
部
長
の
大
森
公
一
先
生
（
西
宮
市
・
大
森

内
科
医
院
）
が
挨
拶
を
行
い
、
実
質
的
に
は

マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
今
回
の
改
定
に
つ
い

て
、
「
こ
れ
で
は
医
療
崩
壊
を
止
め
ら
れ
な
い
」

と
指
摘
。
ま
た
「
患
者
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
に
は
医
療
関
係
者
が
患
者
さ
ん
の
痛
み
を
、

満
開
の
桜
の
下
で

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
交
流

支
部
お
花
見
会

　

４
月
３
日
、
夙
川
公
園
（
西
宮
市
立
夙
川
公

民
館
西
側
）
で
恒
例
の
支
部
お
花
見
会
を
開

催
。
寒
い
中
で
は
あ
っ
た
が
、
世
話
人
や
支

部
研
究
会
の
講
師
な
ど
14
人
が
参
加
し
、
満

開
に
咲
き
誇
っ
た
夙
川
公
園
の
桜
の
木
の
下

で
、
日
常
の
診
療
や
点
数
改
定
に
よ
る
影
響

な
ど
に
つ
い
て
、
お
酒
と
料
理
を
囲
み
な
が
ら

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
っ
た
。　
　
　
　
　

満
開
の
桜
の
下
で
談
笑
す
る
参
加
者

発
行
体
制
加
算｣

と
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
と
の
関

係
、
二
十
四
時
間
対
応
が
求
め
ら
れ
る
「
地
域
医

療
貢
献
加
算
」
、｢

後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進｣

と

療
養
担
当
規
則
の
こ
と
な
ど
、
多
く
の
関
心
事
に

詳
し
い
解
説
が
さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。　
　
　

　

情
勢
報
告
を
務
め
た
林
田
英
隆
先
生
（
西

宮
市
・
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
か
ら
は
経
済
状

況
と
医
療
を
め
ぐ
る
動
き
が
紹
介
さ
れ
る
と

と
も
に
「
患
者
負
担
軽
減
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
速
や
か
な
廃
止
」
を
求
め
る
請
願

署
名
へ
の
協
力
が
訴
え
ら
れ
た
。　
　
　
　

　

最
後
に
、
司
会
の
川
﨑
史
寛
先
生
か
ら
「
診

療
報
酬
の
再
改
定
を
た
だ
ち
に
実
施
し
大
幅
に

引
き
上
げ
る
こ
と
、
患
者
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
」
を
求
め
る
決
議
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
会
場

か
ら
の
大
き
な
拍
手
で
確
認
さ
れ
た
。　
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医師・スタッフら２０６人が会場につめかけた
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第
23
回
在
宅
医
療
研
究
会

安
全
に
楽
し
く

　
　
食
事
が
で
き
る
工
夫
を
学
ぶ

　
　

3
月
13
日
、
西
宮
神
社
会
館
で
、
第
23
回
在

宅
医
療
研
究
会
を
開
催
。
野
原
幹
司
先
生
（
大

阪
大
学
歯
学
部
付
属
病
院
顎
口
腔
機
能
治
療
部

助
教
）
と
、
前
田
佳
予
子
先
生
（
武
庫
川
女
子

大
学
生
活
環
境
学
部
食
物
栄
養
学
科 

准
教
授
）

か
ら
講
演
が
あ
り
、
医
師
・
看
護
師
ら
１
０
４

人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
土
山
雅
人
先

生
（
西
宮
市
・
つ
ち
や
ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

今
回
の
在
宅
医
療
研
究
会
は
「
摂
食
・
嚥

下
」
、
「
栄
養
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
野
原
幹

司
先
生
（
歯
科
医
師
）
と
前
田
佳
予
子
先
生
（
管

理
栄
養
士
）
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
１
０
４
名
で
、
医
師
・
歯
科
医
師
、
看

護
師
、
保
健
師
、
薬
剤
師
、
歯
科
衛
生
士
、
理
学

療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
栄
養
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
、
い
つ
も
に
増
し
て
幅
広

い
職
種
の
皆
さ
ん
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
内
容

が
身
近
な
「
食
」
に
関
す
る
話
題
で
あ
っ
た
た
め

か
、
認
知
症
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
と
い
っ
た
、
実

際
に
ケ
ア
を
受
け
る
側
の
方
々
も
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
の
皆
さ
ん
は
、
西
宮
・
芦
屋
、
尼
崎
、
そ

の
他
（
神
戸
や
大
阪
な
ど
）
か
ら
来
ら
れ
た
方
が
そ

れ
ぞ
れ
三
分
の
一
ず
つ
で
、
各
地
域
か
ら
の
在
宅

医
療
に
取
り
組
む
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

野
原
先
生
は
「
認
知
症
に
対
す
る
摂
食
・
嚥

下
リ
ハ
」
と
題
し
て
、
摂
食
嚥
下
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
か
ら
嚥
下
の
支
援
の
取
り
組
み
ま
で
、
ビ
デ
オ

内
視
鏡
や
食
事
場
面
の
動
画
を
駆
使
し
て
、
分
か

り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　

　

前
田
先
生
は
「
在
宅
に
お
け
る
栄
養
管
理
～

嚥
下
食
を
中
心
と
し
て
～
」
と
題
し
て
、
食
べ

や
す
い
食
材
や
調
理
の
解
説
や
、
嚥
下
機
能
に

応
じ
た
各
種
の
嚥
下
食
の
実
例
な
ど
を
お
示
し

に
な
り
、
明
日
か
ら
役
立
つ
栄
養
管
理
の
ポ

イ

ン

ト

を

教

え

て

い

た

だ

き

ま

し

た
。　
　

　

我
々
は
ふ
だ
ん
無
意
識
に
食
事
を
し
て
い
ま
す

が
、
摂
食
・
嚥
下
機
能
に
障
害
に
も
つ
方
に
と
っ

て
、
食
事
と
は
誤
嚥
や
窒
息
の
リ
ス
ク
と
隣
り
合

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
３
月
26
日
（
金
）
に

西
宮
医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
し
た
。

出
席
は
７
人
。

【
報
告
】

①
英
語
で
診
療
＃
25
（
３
・
12)

②
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

（
３
・
12)

③
第
23
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
３
・
13
）

④
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
（
医
科
）（
３
・
25
）

【
予
定
・
企
画
】

①
支
部
お
花
見
会
（
４
・
３
）

②
第
15
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
４
・

17
）

③
第
７
回
胸
部
Ｘ-

Ｐ
読
影
会(

５
・
21)

④
第
30
回
支
部
総
会
（
７
・
10
）

⑤
第
24
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
７
・
31
）

⑥
英
語
で
診
療
＃
26

⑦
保
険
請
求
事
務
講
習
会

世
話
人
会
だ
よ
り

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４

金
曜
日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の

ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

 
  　　　第７回胸部X-P読影会
　　日時 ：5月21日 ( 金 )  20時～

　　会場 ：西宮渡辺心臓・血管センター

　　講師 ：尼崎市・はら内科クリニック　原 秀樹 先生

３月 24 日 ( 水 ) の西宮市議会で、西宮・芦屋支部が提出した「保

険でよりよい歯科医療の実現の意見書採択を求める請願」が、芦

屋市に引き続き採択された。

保険でよりよい歯科医療の実現を求める請願は、4月 15 日現在、

兵庫県下 16 の市町村で採択されている。

芦屋に続き西宮市でも採択

保険でよりよい歯科医療の実現を求める請願

わ
せ
の
行
為
で
す
。
そ
の
中
で
少
し
で
も
安
全

に
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
様
々
な
工
夫
を
今
回

の
研
究
会
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
研
究
会
は
７
月
31
日
（
土
）
に

「
認
知
症
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

【
つ
ち
や
ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

土
山
雅
人
】

３月 12 日、西宮市立福祉会館で西宮手話サークル友の会が主催

の「健康と医療について語り合う会」が開催され、医師や市民ら

45 人が参加した。

支部長の大森公一先生からの挨拶の後、田伏順三先生（西宮市・

タブセクリニック）が「脳梗塞について～脳のしくみと働き～」

をテーマに手話通訳とともに講演を行い、脳梗塞のしくみや検査

法、治療法などについて分かりやすく解説した。

手話サークルで脳梗塞を学ぶ

健康と医療について語り合う会

手
話
通
訳
を
交
え
た
田
伏
先
生
（
右
）
の

　

脳
梗
塞
の
講
演
に
聞
き
入
る
参
加
者
（
左
）

摂
食
・
嚥
下
に
つ
い
て
動
画
を
用
い
て

　
　
　
　
　

分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
野
原
先
生


